Sur la Particularite de LETTRE AU GENERAL 《X》 de Saint-Exupery by 高實 康稔












































































































































代の戦争は実際「人間がレンガよりも乾ききって、・ ・ ・詩的密度も-切なく、・ ・ ・
































































































































































































































































































(6) A. DE SAINT-EXUP宜RY, UN SENS A LA VIE, Gallimard, 1956, p. 171 (La Paix ou la
Guerre?)
(7) Ibid.,p. 167 (同上)
(8) Ibid.,p. 156 (同上)











Ibid., p. 154 (同上)
Ibid., p. 170 (同上)
mi 高貴康稔
Ibid., p. 170 (同上)くdans la direction des memes terres promises)
(16) 「平和か戦争か」第3章のタイトルであるが、ルポルタージュ(モスクワ、スペイン)、 「フラン
ス人への手紙」、 「Ⅹ将軍への手紙」、 「平和のための弁論」などをも収めた書の書名ともなった。






UN SENS A LAVIE,p. 179 (同上)
(21)註1に同じ
A. DE SAINT-EXUP宜RY, PILOTE DE GUERRE, Gallimard, 1942, p.241 「個人に対する
(オム)の優位性のために」とある。
Ibid., XXV (pp. 213-220)
UN SENS A LA VIE, p. 179 (La Paix ou la Guerre?) (La guerre nous trompe. )
Ibid., p.180 (同上)
Ibid., p.182 (同上)
REN丘DELANGE, LA VIE DE SAINT-EXUP宜RY, suivi de (TEL QUE JE L'AI
CONNU ≫ par L丘ON WERTH,丘dition du Seuil, 1948, p. 116 《AprJs le long hiver de
l'armistice, la graine a germe. ) (ライフ誌への寄稿文の中で)
UN SENS A LA VIE, p. 209 (Lettre aux Frangais)
従軍への呼びかけだけではなく、この「手紙」の主眼は党派心放棄の訴えである。




(3カREN宜DELANGE, op. cit., p. 115
UN SENS A LA VIE, p. 211 (Lettre aux Frangais)
(33)イ-カー将軍は5回という制限をつけてサン-テグジュペリの偵察飛行を許可したとされるが、
最後の任務は9回目であった。将軍の指示は明確には部隊に届いていなかったらしい。
(叫PILOTE DE GUERRE, p. 214 (L'individu n'est qu'une route. )
UN SENS A LA VIE, p. 230 (Lettre au GgngralくⅩ)) (Qa m'est bien egal d'etre tue en
guerre. ラ
(36)戦後1948年4月100、フィガロ・リテレール紙に掲載された。
UN SENS A LA VIE, p. 223 (同上)
Ibid., p. 224 (同上)
Ibid., p. 224同上) 蛋ce terrible desert humain≫
Ibid., p. 224 (同上)
Ibid., p. 225 (同上) 《L'homme y meurt de soif. ≫
Ibid.,p. 225同上)
ibid., p. 227 (同上) 《L'homme n'a plus de sens. ≫
Ibid., p. 229 (同上)
Ibid.,p. 230同上)
Ibid., pp. 228-229 (同上)
Ibid., p. 229 (同上)
サン-テグジュペリ「Ⅹ将軍への手紙」の「特異性」について105
Ibid., p. 226 (同上) 《job ngcessaire et ingrat≫
Ibid., p.227 (同上)
Ibid., p. 230同上)
Ibid., p. 226 (同上)
Ibid., pp. 225-226 (同上)
伽) Ibid.,p.227同上)
Ibid., pp. 227-228 (同上)
Ibid., p. 231 (同上)
Ibid., p. 230 (同上)
Ibid., pp. 230-231 (同上)
Ibid., p. 230 (同上)
Ibid., p. 227 (同上)
「分裂する無数のセクト、 ・ ・ ・もっとも、フランスにシーザーが現れて、われわれを永遠に強制
収容所に監禁しなければの話だが」とある。
Ibid., p. 227同上)
Ibid., p. 225 (同上)
(66) 「われわれはフランスに奉仕することしかできない。奉仕するために互いに和解しよう。」
(UN SENSALALAVIE,p.210) 「党派心は棄てよう。 ・ -いま取るべき唯一の地位は兵士
の地位だ。」 (同p. 214)
(67)くUnPlaidoyerpourlaPaix) (1945年4月22日、ニューヨーク・タイムズ) (英文のままUN
SENS A LA VIE, pp. 233-238に所収)
UN SENS A LA VIE, p. 238 (Un Plaidoyer pour la Paix)

























REN宜DELANGE, op. cit., p. 119くl'ethiqueduconfort amgricain)ドランジュは遺された未
発表の「手紙」類に触れて、サン-テグジュペリの隠された苦悩にごく簡単に言及している。 「伝
記」の制約であるとしても、より詳しい記述が望まれよう。




uN SENS A LAVIE, p.231 (同上)
(75)因に「手帖」前掲翻訳書の訳者あとがきに「読者はサン-テグジュペリの母岩の深さ、構造の緻
密さ、創造の雄々しさにふれられたであろう」と記されている。




UN SENS A LA VIE, p. 231 (Lettre au Ggngral 《Ⅹ))
Ibid., p. 237 (Un Plaidoyer pour la Paix)
Ibid., p. 238 (同上)











DELANGE, op. cit, p. 112参照)
(軸REN丘DELANGE, op. cit., p. 158 (WERTH)




A. DE SAINT-EXUP丘RY, avres (B. de la Pleiade) , Gallimard, 1959, p. xxx (INDICA-
TIONS BIOGRAPHIQUES) 《A 14h. 30 on sait qu'il ne vole plus. ≫
REN丘DELANGE, op. cit., p. 137 《un homme d'action≫
Ibid., p. 137 蛋il 6tait essentiellement aviateur, homme de l'air,・・・par vocation, par passion. ≫
Ibid.,p.137
A. DE SAINT-EXUP宜RY, avres (B. de la PISiade) , Gallimard, 1959, pp.
xxiii-xxv (PR丘FACE)
(1992年10月30日受理)
